
　平
成
29
年
3
月
31
日
、
御
祓
中
学

校
、
朝
日
中
学
校
、
田
鶴
浜
中
学
校

が
、
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　昭
和
37
年
に
は
約
6
6
0
0
人
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
市
内
中
学
校
生
徒

数
も
、
平
成
29
年
に
は
約
1
3
0
0

人
に
。
少
子
化
が
進
む
中
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
教
育
環
境

を
整
え
る
た
め
、
地
域
住
民
や
保
護

者
ら
が
協
議
を
重
ね
、
統
合
の
道
を

選
択
し
た
。

　閉
校
を
前
に
、
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぐ
最
終
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
た
生

徒
や
職
員
ら
は
、
有
終
の
美
を
飾
ろ

う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
良
さ
を

見
直
し
、
温
か
く
見
守
り
続
け
て
き

た
地
域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
思
い

を
分
か
ち
合
っ
て
き
た
。

　4
月
、
新
た
な
学
校
生
活
へ
の
期

待
を
胸
に
、
七
尾
中
学
校
の
門
を
く

ぐ
っ
た
生
徒
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
は
途
絶

え
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
、
新
た

な
歴
史
を
一
日
一
日
刻
ん
で
い
る
。

開
校
に
向
け
て
つ
な
い
だ
輪
が

今
春
一
つ
に 母校の思い出は永遠に

　そして新たなステージへ

御祓中学校

朝日中学校

田鶴浜中学校

2七尾ごころ



　平
成
29
年
3
月
31
日
、
御
祓
中
学

校
、
朝
日
中
学
校
、
田
鶴
浜
中
学
校

が
、
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　昭
和
37
年
に
は
約
6
6
0
0
人
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
市
内
中
学
校
生
徒

数
も
、
平
成
29
年
に
は
約
1
3
0
0

人
に
。
少
子
化
が
進
む
中
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
教
育
環
境

を
整
え
る
た
め
、
地
域
住
民
や
保
護

者
ら
が
協
議
を
重
ね
、
統
合
の
道
を

選
択
し
た
。

　閉
校
を
前
に
、
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぐ
最
終
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
た
生

徒
や
職
員
ら
は
、
有
終
の
美
を
飾
ろ

う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
良
さ
を

見
直
し
、
温
か
く
見
守
り
続
け
て
き

た
地
域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
思
い

を
分
か
ち
合
っ
て
き
た
。

　4
月
、
新
た
な
学
校
生
活
へ
の
期

待
を
胸
に
、
七
尾
中
学
校
の
門
を
く

ぐ
っ
た
生
徒
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
は
途
絶

え
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
、
新
た

な
歴
史
を
一
日
一
日
刻
ん
で
い
る
。

開
校
に
向
け
て
つ
な
い
だ
輪
が

今
春
一
つ
に 母校の思い出は永遠に

　そして新たなステージへ

御祓中学校

朝日中学校

田鶴浜中学校

3 七尾ごころ 2017.5



昭
和
22
年
4
月
に
開
校
し
た
御
祓
中
学

校
。
旧
校
舎
で
35
年
、
新
校
舎
で
35
年
の

歴
史
を
刻
み
、
1
万
1
8
7
9
人
の
卒
業

生
が
学
び
舎
を
巣
立
っ
た
。「
自
主
独
立

の
精
神
」
の
も
と
、
主
体
的
に
学
校
生
活

を
送
っ
た
卒
業
生
は
、
現
在
国
内
外
を
問

わ
ず
、
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
い
。

閉
校
式
に
は
、
1
4
4
人
の
在
校
生
と

今
年
卒
業
を
迎
え
た
73
人
の
卒
業
生
、
そ

し
て
歴
代
の
卒
業
生
や
保
護
者
、
住
民
な

ど
約
5
0
0
人
が
母
校
に
別
れ
を
告
げ
よ

う
と
集
ま
っ
た
。
参
加
者
は
校
舎
内
を

巡
っ
て
当
時
を
懐
か
し
み
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

式
典
で
は
、
不
嶋
市
長
、
高
教
育
長
に

続
き
、
清
水
穣
校
長
が
あ
い
さ
つ
。「
御

祓
中
学
校
の
歴
史
と
伝
統
の
た
す
き
を
受

け
取
っ
た
最
後
の
走
者
と
し
て
、
そ
の
重

責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
。
在
校
生
は

こ
れ
だ
け
多
く
の
方
々
に
応
援
さ
れ
て
い

る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
、
御
祓
魂

を
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
分
か
ち
合
っ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
い
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

除
幕
式
で
披
露
さ
れ
た
記
念
碑
に
は
、

校
歌
の
傍
ら
に
陶
板
製
の
Q
R
コ
ー
ド
が

貼
ら
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か

ざ
す
と
、
生
徒
が
歌
う
校
歌
が
懐
か
し
い

校
舎
や
教
室
風
景
な
ど
の
映
像
付
き
で
流

れ
、
世
代
を
越
え
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と

で
仲
間
同
士
を
つ
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
、

卒
業
生
ら
の
思
い
を
形
に
し
た
。

続
い
て
記
念
交
流
会
が
行
わ
れ
、
卒
業

生
で
世
界
的
な
パ
テ
ィ
シ
エ
の
辻
口
博
啓

さ
ん
が
登
壇
。
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す

る
こ
と
や
、
感
性
を
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
を
参
加
者
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
オ
ペ
ラ

歌
手
の
鳥
木
弥
生
さ
ん
や
ゴ
ス
ペ
ル
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
歌
唱
が
花
を
添
え
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
後
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
校

歌
斉
唱
。
春
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
青
空

に
最
後
の
校
歌
は
高
ら
か
に
響
き
渡
り
、

70
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

御
祓
中
学
校

式後には、生徒らが校庭で500個の風船を青空に放ち、拍手と笑顔
で締めくくった。

今
か
ら
70
年
前
、
御
祓
中
学
校
は
幕

を
開
け
ま
し
た
。
今
日
ま
で
に
数
々
の

伝
統
、
栄
冠
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
70
年
変
わ
ら
な
い
伝
統
は

「
自
主
独
立
の
学
園
」
で
す
。
心
の
故

郷
「
御
祓
」
を
胸
に
、
統
合
後
も
新
た

な
伝
統
を
築
き
上
げ
ま
す
。

希
望
の
夢
こ
そ
　
我
等
の
シ
ン
ボ
ル

尾
湾
の
空
よ
　
浮
か
ぶ
白
雲

仰
ぐ
日
輪
　
血
潮
は
踊
る

高
き
理
想
を
　
目
指
す
時

自
主
独
立
の
　
学
園
に

見
よ
や
希
望
の
　
夢
を
飛
ば
さ
ん

御
祓
　
御
祓
　
心
の
故
郷

我
等
の
　
我
等
の
　
御
祓
中
学

昭
和
22
年
4
月
1
日

　
御
祓
小
学
校
と
県
立
七
尾
中
学
校

　
の
一
部
を
借
用
し
て
開
校

昭
和
56
年
2
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日

　
新
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成
式

平
成
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年
7
月
4
日

　
武
道
館
（
煌
明
館
）
落
成
式

　
創
立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
29
年
3
月
31
日

　
閉
校

生
徒
代
表
2
年
生

作
詞

　相
川

　龍
春

作
曲

　浅
井

　挙
曄

羽
石

　作
大
朗
さ
ん
（
藤
橋
町
）

閉
校
に
寄
せ
て

御
祓
中
学
校 

校
歌

御
祓
中
学
校
の
歩
み

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

時
代
を
越
え
、
世
代
を
越
え
て
70
年
の

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
御
祓
中
学
校
が
閉
校

と
な
り
ま
し
た
。
人
生
の
最
も
多
感
な
時

期
を
過
ご
し
た
場
所
が
無
く
な
る
の
は
寂

し
い
こ
と
で
す
が
、
新
し
い
世
代
が
新
し

い
場
所
で
歴
史
を
作
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
会
長

石
橋

　宏
文
さ
ん
（
馬
出
町
）

実
行
委
員
会
で
は
同
窓
の
方
々
と
話
す

機
会
が
多
く
あ
り
、そ
の
中
で
実
感
し
た
こ

と
は
校
歌
が
み
ん
な
を
つ
な
い
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。閉
校
記
念
碑
に
は
校
歌

を
刻
み
、こ
の
記
念
碑
を
見
る
方
に
は
御
祓

中
で
の
楽
し
い
日
々
を
思
い
出
し
、温
か
な

気
持
ち
に
な
って
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

閉
校
記
念
式
典
実
行
委
員
会
委
員
長

高
澤

　久
さ
ん
（
一
本
杉
町
）

03
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

02
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ビ
ュ
ー

01

70年受け継がれた御祓魂
          　「自主独立の学園」を築く

第21代校長
清水　穣
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長年にわたり運動場や周辺の美化活動をした土田清
祐さん、同窓会役員を務めた守司さん、生徒全員に
新聞を提供した出見世洋さんに感謝状が贈られた。

昭
和
36
年
4
月
、
徳
田
中
学
校
と
高
階
中

学
校
が
統
合
し
て
創
設
さ
れ
た
朝
日
中
学

校
。
校
舎
の
建
つ
一
帯
は
旭
台
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
同
音
の
朝
日
と
名
付
け
ら

れ
、
朝
日
の
当
た
る
学
び
舎
、
朝
日
の
よ
う

に
力
強
く
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
。

閉
校
式
で
は
、
井
田
正
輝
校
長
が
時
に

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
瞳
を
潤
ま
せ
な
が
ら

「
朝
日
中
の
生
徒
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
感

謝
す
る
心
、
信
頼
で
き
る
仲
間
、
揺
る
ぎ

な
い
決
意
、
や
り
抜
く
実
践
で
す
。
こ
れ

を
持
っ
て
七
尾
中
の
新
た
な
歴
史
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
朝
日
中
学
校
は
す
ば
ら
し

い
学
校
で
あ
っ
た
と
歴
代
の
校
長
を
代
表

し
て
自
慢
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
胸
を

張
っ
て
あ
い
さ
つ
し
、
参
列
者
は
誇
ら
し

く
感
じ
て
い
た
。

朝
日
を
象
徴
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
校

章
が
あ
し
ら
わ
れ
た
校
旗
が
、
生
徒
に

よ
っ
て
旗
棒
か
ら
外
さ
れ
、
参
列
者
に
向

け
て
掲
げ
ら
れ
る
と
、
全
員
ま
っ
す
ぐ
に

見
つ
め
返
し
、
会
場
は
閉
校
を
惜
し
む
寂

し
さ
で
包
ま
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念
碑
除
幕
式
。
朝

日
中
学
校
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
証
と
な
る
石

碑
は
、
こ
れ
ま
で
正
門
横
に
設
置
し
て
い
た

朝
日
中
学
校
と
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
書
は
9

代
校
長
の
守
友
宗
次
さ
ん
に
よ
る
。
愛
着
の

あ
る
石
碑
に
新
た
に
跡
地
と
い
う
文
字
を
刻

み
、
校
舎
玄
関
前
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
の
校

舎
は
1
年
間
の
時
を
経
て
、
徳
田
小
学
校
と

高
階
小
学
校
が
統
合
す
る
朝
日
小
学
校
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
石
碑
は
通
学
す
る
児
童
を
優

し
く
見
守
る
こ
と
に
な
る
。

記
念
碑
の
そ
ば
に
は
、
1
年
生
か
ら
3

年
生
全
員
の
作
文
や
写
真
な
ど
、
学
校
生

活
の
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
が
埋
め
ら
れ
、
生
徒
は
10
年
後
の
再

会
を
誓
っ
た
。
ま
た
、
飯
川
天
狗
太
鼓
や

高
階
子
ど
も
太
鼓
が
、
朝
日
小
学
校
へ
引

き
継
ぐ
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
た
力
強
い

和
太
鼓
を
披
露
。
最
後
は
男
女
混
成
3
部

合
唱
で
作
曲
さ
れ
た
校
歌
を
全
員
で
歌
い

上
げ
、
56
年
の
歴
史
を
刻
む
校
舎
に
笑
顔

で
別
れ
を
告
げ
た
。

朝
日
中
学
校

最
後
の
文
化
祭
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
学
校
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
い

く
様
子
に
感
動
し
ま
し
た
。

朝
日
中
学
校
が
閉
校
に
な
っ
た
の
は

非
常
に
残
念
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
こ
と
を
胸
に
、
七
尾
中
学
校
で

新
た
な
伝
統
を
築
き
上
げ
た
い
で
す
。

生
徒
代
2
年
生

早
見

　祥
汰
さ
ん
（
下
町
）

閉
校
に
寄
せ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

長
い
間
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
朝

日
中
学
校
が
閉
校
し
ま
し
た
。

多
数
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
中
学
校
が

閉
校
す
る
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
が
、

P
T
A
活
動
に
携
わ
り
、
閉
校
の
瞬
間
に

立
ち
会
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

P
T
A
会
長

橋
爪

　義
孝
さ
ん
（
国
分
町
）

同
窓
会
会
長
と
し
て
閉
校
に
関
わ
っ
た

事
に
責
任
と
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

在
学
中
は
陸
上
競
技
に
熱
中
し
、
運
動

場
を
走
り
回
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

七
尾
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
活
躍
に
期

待
し
、
応
援
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

同
窓
会
会
長

堀

　和
彦
さ
ん
（
国
下
町
）

03
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

02
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

01

萌
え
出
づ
る
榛
の
林

地
に
き
お
う
麦
の
青

枡
形
山
に
雲
は
湧
き

我
が
鳥
は
空
を
か
け
る

も
ろ
手
あ
げ
て
山
に
向
か
え
ば

あ
ふ
れ
く
る
よ
大
き
希
望

あ
あ
こ
の
希
望
高
く
か
か
げ
て

我
ら
行
く
丘
の
学
び
舎

　朝
日
中
学

昭
和
36
年
4
月
1
日

　徳
田
中
学
校
と
高
階
中
学
校
が

　統
合
し
て
開
校

昭
和
38
年
5
月
18
日

　徳
田
教
場
、
高
階
教
場
を
廃
止

　新
校
舎
で
統
合
授
業
開
始

平
成
22
年
3
月
27
日

　新
校
舎
完
成
・
創
立
60
周
年

　記
念
式
典
挙
行

平
成
29
年
3
月
31
日

　閉
校

作
詞

　高
橋

　育
三

作
曲

　市
川
都
志
春

朝
日
中
学
校 

校
歌

朝
日
中
学
校
の
歩
み

「決意を実践に移せ、そして栄光を信ぜよ」
　　誇りを胸に6,373人が巣立つ

第17代校長
井田　正輝
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長年にわたり運動場や周辺の美化活動をした土田清
祐さん、同窓会役員を務めた守司さん、生徒全員に
新聞を提供した出見世洋さんに感謝状が贈られた。

昭
和
36
年
4
月
、
徳
田
中
学
校
と
高
階
中

学
校
が
統
合
し
て
創
設
さ
れ
た
朝
日
中
学

校
。
校
舎
の
建
つ
一
帯
は
旭
台
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
同
音
の
朝
日
と
名
付
け
ら

れ
、
朝
日
の
当
た
る
学
び
舎
、
朝
日
の
よ
う

に
力
強
く
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
。

閉
校
式
で
は
、
井
田
正
輝
校
長
が
時
に

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
瞳
を
潤
ま
せ
な
が
ら

「
朝
日
中
の
生
徒
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
感

謝
す
る
心
、
信
頼
で
き
る
仲
間
、
揺
る
ぎ

な
い
決
意
、
や
り
抜
く
実
践
で
す
。
こ
れ

を
持
っ
て
七
尾
中
の
新
た
な
歴
史
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
朝
日
中
学
校
は
す
ば
ら
し

い
学
校
で
あ
っ
た
と
歴
代
の
校
長
を
代
表

し
て
自
慢
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
胸
を

張
っ
て
あ
い
さ
つ
し
、
参
列
者
は
誇
ら
し

く
感
じ
て
い
た
。

朝
日
を
象
徴
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
校

章
が
あ
し
ら
わ
れ
た
校
旗
が
、
生
徒
に

よ
っ
て
旗
棒
か
ら
外
さ
れ
、
参
列
者
に
向

け
て
掲
げ
ら
れ
る
と
、
全
員
ま
っ
す
ぐ
に

見
つ
め
返
し
、
会
場
は
閉
校
を
惜
し
む
寂

し
さ
で
包
ま
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念
碑
除
幕
式
。
朝

日
中
学
校
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
証
と
な
る
石

碑
は
、
こ
れ
ま
で
正
門
横
に
設
置
し
て
い
た

朝
日
中
学
校
と
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
書
は
9

代
校
長
の
守
友
宗
次
さ
ん
に
よ
る
。
愛
着
の

あ
る
石
碑
に
新
た
に
跡
地
と
い
う
文
字
を
刻

み
、
校
舎
玄
関
前
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
の
校

舎
は
1
年
間
の
時
を
経
て
、
徳
田
小
学
校
と

高
階
小
学
校
が
統
合
す
る
朝
日
小
学
校
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
石
碑
は
通
学
す
る
児
童
を
優

し
く
見
守
る
こ
と
に
な
る
。

記
念
碑
の
そ
ば
に
は
、
1
年
生
か
ら
3

年
生
全
員
の
作
文
や
写
真
な
ど
、
学
校
生

活
の
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
が
埋
め
ら
れ
、
生
徒
は
10
年
後
の
再

会
を
誓
っ
た
。
ま
た
、
飯
川
天
狗
太
鼓
や

高
階
子
ど
も
太
鼓
が
、
朝
日
小
学
校
へ
引

き
継
ぐ
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
た
力
強
い

和
太
鼓
を
披
露
。
最
後
は
男
女
混
成
3
部

合
唱
で
作
曲
さ
れ
た
校
歌
を
全
員
で
歌
い

上
げ
、
56
年
の
歴
史
を
刻
む
校
舎
に
笑
顔

で
別
れ
を
告
げ
た
。

朝
日
中
学
校

最
後
の
文
化
祭
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
学
校
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
い

く
様
子
に
感
動
し
ま
し
た
。

朝
日
中
学
校
が
閉
校
に
な
っ
た
の
は

非
常
に
残
念
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
こ
と
を
胸
に
、
七
尾
中
学
校
で

新
た
な
伝
統
を
築
き
上
げ
た
い
で
す
。

生
徒
代
2
年
生

早
見

　祥
汰
さ
ん
（
下
町
）

閉
校
に
寄
せ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

長
い
間
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
朝

日
中
学
校
が
閉
校
し
ま
し
た
。

多
数
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
中
学
校
が

閉
校
す
る
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
が
、

P
T
A
活
動
に
携
わ
り
、
閉
校
の
瞬
間
に

立
ち
会
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

P
T
A
会
長

橋
爪

　義
孝
さ
ん
（
国
分
町
）

同
窓
会
会
長
と
し
て
閉
校
に
関
わ
っ
た

事
に
責
任
と
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

在
学
中
は
陸
上
競
技
に
熱
中
し
、
運
動

場
を
走
り
回
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

七
尾
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
活
躍
に
期

待
し
、
応
援
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

同
窓
会
会
長

堀

　和
彦
さ
ん
（
国
下
町
）

03
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

02
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

01

萌
え
出
づ
る
榛
の
林

地
に
き
お
う
麦
の
青

枡
形
山
に
雲
は
湧
き

我
が
鳥
は
空
を
か
け
る

も
ろ
手
あ
げ
て
山
に
向
か
え
ば

あ
ふ
れ
く
る
よ
大
き
希
望

あ
あ
こ
の
希
望
高
く
か
か
げ
て

我
ら
行
く
丘
の
学
び
舎

　朝
日
中
学

昭
和
36
年
4
月
1
日

　徳
田
中
学
校
と
高
階
中
学
校
が

　統
合
し
て
開
校

昭
和
38
年
5
月
18
日

　徳
田
教
場
、
高
階
教
場
を
廃
止

　新
校
舎
で
統
合
授
業
開
始

平
成
22
年
3
月
27
日

　新
校
舎
完
成
・
創
立
60
周
年

　記
念
式
典
挙
行

平
成
29
年
3
月
31
日

　閉
校

作
詞

　高
橋

　育
三

作
曲

　市
川
都
志
春

朝
日
中
学
校 

校
歌

朝
日
中
学
校
の
歩
み

「決意を実践に移せ、そして栄光を信ぜよ」
　　誇りを胸に6,373人が巣立つ

第17代校長
井田　正輝
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記念碑の表面には昭和60年卒業生の書道家・谷口健
太郎さんの字で校歌が彫られ、裏面には学校の歩みが
刻まれている。

昭
和
33
年
12
月
に
相
馬
中
学
校
と
統
合

し
、
日
和
ヶ
丘
の
高
台
に
建
つ
見
晴
ら
し

の
良
い
校
舎
で
心
豊
か
な
生
徒
を
育
ん
だ

田
鶴
浜
中
学
校
。
近
年
は
思
い
や
り
の
心

を
育
む
人
権
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

そ
の
一
つ
に
友
だ
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

や
良
い
と
こ
ろ
を
紙
の
葉
に
書
い
て
伝
え

合
う
「
心
を
つ
な
ぐ
木
」
が
あ
る
。
平
成

22
年
度
卒
業
生
の
升
田
晴
華
さ
ん
が
発
案

し
た
こ
の
木
は
、
閉
校
式
当
日
も
生
徒
玄

関
に
「
あ
り
が
と
う
の
桜
」
と
し
て
用
意

さ
れ
、
在
校
生
や
卒
業
生
ら
が
母
校
へ
の

思
い
を
桜
の
花
に
し
た
た
め
て
い
た
。

閉
校
式
に
は
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
住

民
な
ど
約
5
0
0
人
が
詰
め
掛
け
た
。
辻

口
裕
規
校
長
は
「
学
校
と
地
域
が
一
つ
に

な
り
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
は
大
き
な
財

産
と
な
り
、
田
鶴
浜
魂
と
し
て
生
徒
の
心

の
中
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
と
し
、
歴
史
と
伝
統
を
生
か

し
て
、
一
人
一
人
が
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後
の
生
徒
会
長
を

務
め
た
水
野
怜
美
さ
ん
は
「
浜
中
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
先
輩
と
後
輩
が
仲
良
く
、
全

校
で
一
つ
に
な
っ
て
学
習
や
部
活
動
に
取

り
組
め
る
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
先
輩
方
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
伝
統
で
す
。
最
高
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
校
舎
。
あ
り
が
と
う
、

さ
よ
う
な
ら
」
と
愛
着
の
あ
る
校
舎
と
の

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

記
念
碑
の
除
幕
式
後
に
続
い
て
開
催
さ

れ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
伝
統
の
田
鶴

浜
建
具
の
技
で
作
ら
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
に

58
年
間
の
歩
み
が
映
し
出
さ
れ
、
参
加
者

は
懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
っ
た
。
全
員
に

よ
る
最
後
の
校
歌
斉
唱
の
後
、
生
徒
か
ら

来
場
者
に
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
。
会
場
は
一
気
に
感
動
の
渦

に
包
ま
れ
、
胸
を
熱
く
し
た
参
加
者
の
中

に
は
涙
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

感
謝
の
気
持
ち
が
満
開
と
な
っ
て
咲
き

誇
っ
た
「
あ
り
が
と
う
の
桜
」。
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
在
校
生
に
エ
ー
ル
を
送
る
か

の
よ
う
に
、
市
内
で
最
も
歴
史
あ
る
校
舎
の

最
後
を
明
る
く
彩
っ
て
い
た
。

田
鶴
浜
中
学
校

僕
の
家
族
は
全
員
が
浜
中
卒
業
生
な

の
で
、
家
族
全
員
で
閉
校
を
惜
し
み
ま

し
た
。
僕
は
浜
中
最
後
の
生
徒
会
書
記

を
務
め
、
先
輩
か
ら
伝
統
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
浜
中
の
良
き
伝
統
を
七

尾
中
に
持
っ
て
い
き
、
途
絶
え
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

生
徒
代
表
2
年
生

小
浦

　柊
太
さ
ん
（
田
鶴
浜
町
）

閉
校
に
寄
せ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
白
い
格
子
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
母
校
の
姿
に
、

多
く
の
人
が
涙
し
ま
し
た
。
で
も
会
場
は

や
が
て
笑
顔
に
包
ま
れ
た
の
で
す
。
あ
れ

は
き
っ
と
、
み
ん
な
の
心
に
前
へ
と
進
む

力
が
生
ま
れ
た
瞬
間
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
舞
台
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

P
T
A
会
長

水
野

　美
樹
さ
ん
（
三
引
町
）

第
1
回
卒
業
生
の
私
た
ち
は
3
年
生
の

冬
休
み
に
引
っ
越
し
し
ま
し
た
。
雪
が
降
る

寒
い
中
、
机
や
い
す
な
ど
を
新
し
い
教
室
に

運
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
3
学
期

の
み
の
学
校
で
し
た
が
、
閉
校
式
の
日
に
同

級
生
と
一
緒
に
懐
か
し
く
見
て
回
り
ま
し
た
。

58
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
校
記
念
式
典
実
行
委
員
会
委
員
長

中
村

　康
夫
さ
ん
（
田
鶴
浜
町
）

03
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

02
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

01

見
は
る
か
す

　能
登
の
島
山

入
海
の

　空
澄
み
わ
た
る

も
ろ
と
も
に

　清
く
誓
い
て

健
や
か
に

　こ
こ
に
学
ば
ん

幸
を
喜
び

　吾
等
伸
び
ゆ
く

昭
和
33
年
12
月
1
日

　田
鶴
浜
中
学
校
と
相
馬
中
学
校

　の
統
合
校
の
新
校
舎
が
落
成
し
、

　開
校

昭
和
49
年
5
月
24
日

　田
鶴
浜
町
小
中
学
校
給
食
セ
ン

　タ
ー
落
成

平
成
24
年
10
月
30
日

　文
部
科
学
省
指
定
校

　人
権
教
育
研
究
発
表
大
会

平
成
29
年
3
月
31
日

　閉
校

作
詞

　金
崎

　権
里

作
曲

　供
田
武
嘉
津

田
鶴
浜
中
学
校 

校
歌

田
鶴
浜
中
学
校
の
歩
み

「自主・創造」を重ね、
      6,021人の卒業生が大きく羽ばたく

第18代校長
辻口　裕規
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記念碑の表面には昭和60年卒業生の書道家・谷口健
太郎さんの字で校歌が彫られ、裏面には学校の歩みが
刻まれている。

昭
和
33
年
12
月
に
相
馬
中
学
校
と
統
合

し
、
日
和
ヶ
丘
の
高
台
に
建
つ
見
晴
ら
し

の
良
い
校
舎
で
心
豊
か
な
生
徒
を
育
ん
だ

田
鶴
浜
中
学
校
。
近
年
は
思
い
や
り
の
心

を
育
む
人
権
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

そ
の
一
つ
に
友
だ
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

や
良
い
と
こ
ろ
を
紙
の
葉
に
書
い
て
伝
え

合
う
「
心
を
つ
な
ぐ
木
」
が
あ
る
。
平
成

22
年
度
卒
業
生
の
升
田
晴
華
さ
ん
が
発
案

し
た
こ
の
木
は
、
閉
校
式
当
日
も
生
徒
玄

関
に
「
あ
り
が
と
う
の
桜
」
と
し
て
用
意

さ
れ
、
在
校
生
や
卒
業
生
ら
が
母
校
へ
の

思
い
を
桜
の
花
に
し
た
た
め
て
い
た
。

閉
校
式
に
は
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
住

民
な
ど
約
5
0
0
人
が
詰
め
掛
け
た
。
辻

口
裕
規
校
長
は
「
学
校
と
地
域
が
一
つ
に

な
り
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
は
大
き
な
財

産
と
な
り
、
田
鶴
浜
魂
と
し
て
生
徒
の
心

の
中
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
と
し
、
歴
史
と
伝
統
を
生
か

し
て
、
一
人
一
人
が
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後
の
生
徒
会
長
を

務
め
た
水
野
怜
美
さ
ん
は
「
浜
中
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
先
輩
と
後
輩
が
仲
良
く
、
全

校
で
一
つ
に
な
っ
て
学
習
や
部
活
動
に
取

り
組
め
る
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
先
輩
方
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
伝
統
で
す
。
最
高
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
校
舎
。
あ
り
が
と
う
、

さ
よ
う
な
ら
」
と
愛
着
の
あ
る
校
舎
と
の

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

記
念
碑
の
除
幕
式
後
に
続
い
て
開
催
さ

れ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
伝
統
の
田
鶴

浜
建
具
の
技
で
作
ら
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
に

58
年
間
の
歩
み
が
映
し
出
さ
れ
、
参
加
者

は
懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
っ
た
。
全
員
に

よ
る
最
後
の
校
歌
斉
唱
の
後
、
生
徒
か
ら

来
場
者
に
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
。
会
場
は
一
気
に
感
動
の
渦

に
包
ま
れ
、
胸
を
熱
く
し
た
参
加
者
の
中

に
は
涙
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

感
謝
の
気
持
ち
が
満
開
と
な
っ
て
咲
き

誇
っ
た
「
あ
り
が
と
う
の
桜
」。
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
在
校
生
に
エ
ー
ル
を
送
る
か

の
よ
う
に
、
市
内
で
最
も
歴
史
あ
る
校
舎
の

最
後
を
明
る
く
彩
っ
て
い
た
。

田
鶴
浜
中
学
校

僕
の
家
族
は
全
員
が
浜
中
卒
業
生
な

の
で
、
家
族
全
員
で
閉
校
を
惜
し
み
ま

し
た
。
僕
は
浜
中
最
後
の
生
徒
会
書
記

を
務
め
、
先
輩
か
ら
伝
統
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
浜
中
の
良
き
伝
統
を
七

尾
中
に
持
っ
て
い
き
、
途
絶
え
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

生
徒
代
表
2
年
生

小
浦

　柊
太
さ
ん
（
田
鶴
浜
町
）

閉
校
に
寄
せ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
白
い
格
子
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
母
校
の
姿
に
、

多
く
の
人
が
涙
し
ま
し
た
。
で
も
会
場
は

や
が
て
笑
顔
に
包
ま
れ
た
の
で
す
。
あ
れ

は
き
っ
と
、
み
ん
な
の
心
に
前
へ
と
進
む

力
が
生
ま
れ
た
瞬
間
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
舞
台
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

P
T
A
会
長

水
野

　美
樹
さ
ん
（
三
引
町
）

第
1
回
卒
業
生
の
私
た
ち
は
3
年
生
の

冬
休
み
に
引
っ
越
し
し
ま
し
た
。
雪
が
降
る

寒
い
中
、
机
や
い
す
な
ど
を
新
し
い
教
室
に

運
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
3
学
期

の
み
の
学
校
で
し
た
が
、
閉
校
式
の
日
に
同

級
生
と
一
緒
に
懐
か
し
く
見
て
回
り
ま
し
た
。

58
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
校
記
念
式
典
実
行
委
員
会
委
員
長

中
村

　康
夫
さ
ん
（
田
鶴
浜
町
）

03
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

02
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

01

見
は
る
か
す

　能
登
の
島
山

入
海
の

　空
澄
み
わ
た
る

も
ろ
と
も
に

　清
く
誓
い
て

健
や
か
に

　こ
こ
に
学
ば
ん

幸
を
喜
び

　吾
等
伸
び
ゆ
く

昭
和
33
年
12
月
1
日

　田
鶴
浜
中
学
校
と
相
馬
中
学
校

　の
統
合
校
の
新
校
舎
が
落
成
し
、

　開
校

昭
和
49
年
5
月
24
日

　田
鶴
浜
町
小
中
学
校
給
食
セ
ン

　タ
ー
落
成

平
成
24
年
10
月
30
日

　文
部
科
学
省
指
定
校

　人
権
教
育
研
究
発
表
大
会

平
成
29
年
3
月
31
日

　閉
校

作
詞

　金
崎

　権
里

作
曲

　供
田
武
嘉
津

田
鶴
浜
中
学
校 

校
歌

田
鶴
浜
中
学
校
の
歩
み

「自主・創造」を重ね、
      6,021人の卒業生が大きく羽ばたく

第18代校長
辻口　裕規
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校歌制作者

七
尾
中
学
校
開
校
に
あ
た
り
、
統
合
協
議

会
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
建
設
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
祓
中
学
校
、
朝
日
中
学
校
、
田
鶴
浜
中

学
校
、
い
ず
れ
の
学
校
も
こ
れ
ま
で
輝
か
し

い
歴
史
を
刻
み
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。
三
校
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
校
舎
に
こ
れ
か
ら

息
を
吹
き
込
み
、
新
た
な
歴
史
を
作
り
上
げ

る
の
は
、
生
徒
と
職
員
の
責
務
で
す
。
七
尾

中
学
校
で
ふ
る
さ
と
七
尾
の
次
代
を
担
い
、

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
に
、
職
員
一
同

生
徒
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
は
、
生
徒
が
楽
し
く
、
た
く
ま
し
く
、

深
く
学
び
、
一
人
一
人
が
成
長
す
る
場
で
す
。

生
徒
は
、
新
し
い
環
境
で
こ
れ
か
ら
始
ま
る

七
尾
中
学
校
で
の
生
活
に
、
期
待
と
と
も
に

不
安
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
充
実

し
た
こ
の
校
舎
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
新
し
い
仲
間
と
チ
ー
ム
七
尾
中
学

校
と
し
て
協
力
し
、
新
た
な
歴
史
と
伝
統
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夢をのせて 七尾中学校開校
～4月1日、三校の歩みが 一つになり、輝く未来に向けて発進～

1 

青
き
尾
湾
に
煌
め
く 

七
つ
の
郷
は

　 

歴
史
に
深
く 

育
ま
れ
た
町

　 

国
分
寺 

赤
蔵 

小
丸
山
訪
え
ば

　 

伝
わ
る
精
神 

富
む
知
性

　 

永
久
に
究
め
ん 

我
が
学
び
舎
は

　 

真
の
平
和
を 

築
く
道

2 

澄
ん
だ
川
面
に
映
る 

銀
色
の
窓
に

　 

開
け
る
山
並
み 

咲
き
誇
る
花

　 

希
望
の
熱
き
に 

血
潮
は
た
ぎ
る

　 

城
址
に
こ
だ
ま
す 

若
き
声

　 

永
久
に
競
わ
ん 

我
が
学
び
舎
は

　 

栄
光
へ
翔
る 

高
い
空

3 

今
日
も
昨
日
も
明
日
も
　
心
の
ま
ま
に 

　 

友
達
と
語
ら
い 

夢
を
追
い
か
け
て

　 

結
び
し
知
恵
の
実 

胸
に
あ
つ
れ
ば

　 

想
い
は
募
り
て 

悠
久
に

　 

ふ
る
さ
と
誇
る 

我
が
学
び
舎
は

　 

未
来
に
は
ば
た
く 

七
尾
中
学

作
詞
・
作
曲

　
　橋
元

　道
彦

七
尾
中
学
校 

校
歌

初代校長

辻口  裕規

人
は
皆
、
歴
史
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
先
人
の
苦
労
や
努

力
を
歴
史
か
ら
学
ん
だ
上
で
、希
望
を
持
っ

て
新
し
い
自
分
の
歴
史
を
築
い
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
校
歌
を
作
り

ま
し
た
。

1
番
は
「
郷
土
史
」。
郷
土
の
祖
先
が
ど

れ
ほ
ど
苦
労
し
て
強
く
生
き
て
き
た
の
か

を
し
の
び
、
そ
の
英
知
と
生
き
方
を
訪
ね
、

教
え
を
問
い
な
が
ら
歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

2
番
は
学
校
環
境
と
自
分
、
校
舎
、
こ

れ
か
ら
充
実
し
発
展
し
て
い
く
「
学
校
史
」、

3
番
は
学
校
と
家
庭
、
友
だ
ち
、
学
業
、

部
活
動
な
ど
、
自
分
自
身
の
周
り
の
人
と

人
と
の
関
わ
り
「
自
分
史
」
を
思
い
な
が

ら
歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

校
歌
は
旋
律
を
き
れ
い
に
な
ぞ
る
だ
け

で
な
く
、
1
番
か
ら
3
番
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
違

う
歴
史
を
思
い
、
詞
の
意
味
を
解
釈
し
て

歌
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

歌
は
繰
り
返
し
歌
え
ば
歌
う
ほ
ど
味
が

出
て
良
く
な
り
ま
す
。
校
歌
を
長
く
歌
う
間

に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
作
詞
の
願
い
が
届
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

橋元　道彦

教室札には田鶴浜建具が誇る伝統技法
「組子」があしらわれている。

校舎棟中央の階段教室では、情報設備が
整い、調べ学習が効率的に行える。

●「藤」の花／「藤」の花を上
向きにすることで「 向上心 」

「前進する」姿を願った。
●「N」／七尾（NANAO）の頭
文字である「N」を稲妻型にする
ことで「躍動感」を表現した。

スクールカラー「藤色」の校旗／
「藤」の花言葉に「welcome（歓迎）、
tender（優しさ）、steadfast（確固たる）」な
どの意味があり、校風にも通じることから
藤色がスクールカラーに。

校章の由来

制服のデザイン

校旗の色

作
詞
の
願
い

未
来
に
羽
ば
た
く

七
尾
中
学
校
を
目
指
し
て

鉄筋コンクリート造２階建ての校舎は、長谷
川等伯の「松林図屏風」をイメージした白、
黒、グレーを基調とする外観で周囲の景観と
の調和をとっている。

校舎全体像

男子は従来の詰襟標準学生服、女子は3
本の白線が入った従来のセーラー服に、
藤色の脱着式リボン
ネクタイを着用。
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校歌制作者

七
尾
中
学
校
開
校
に
あ
た
り
、
統
合
協
議

会
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
建
設
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
祓
中
学
校
、
朝
日
中
学
校
、
田
鶴
浜
中

学
校
、
い
ず
れ
の
学
校
も
こ
れ
ま
で
輝
か
し

い
歴
史
を
刻
み
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。
三
校
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
校
舎
に
こ
れ
か
ら

息
を
吹
き
込
み
、
新
た
な
歴
史
を
作
り
上
げ

る
の
は
、
生
徒
と
職
員
の
責
務
で
す
。
七
尾

中
学
校
で
ふ
る
さ
と
七
尾
の
次
代
を
担
い
、

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
に
、
職
員
一
同

生
徒
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
は
、
生
徒
が
楽
し
く
、
た
く
ま
し
く
、

深
く
学
び
、
一
人
一
人
が
成
長
す
る
場
で
す
。

生
徒
は
、
新
し
い
環
境
で
こ
れ
か
ら
始
ま
る

七
尾
中
学
校
で
の
生
活
に
、
期
待
と
と
も
に

不
安
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
充
実

し
た
こ
の
校
舎
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
新
し
い
仲
間
と
チ
ー
ム
七
尾
中
学

校
と
し
て
協
力
し
、
新
た
な
歴
史
と
伝
統
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夢をのせて 七尾中学校開校
～4月1日、三校の歩みが 一つになり、輝く未来に向けて発進～

1 

青
き
尾
湾
に
煌
め
く 

七
つ
の
郷
は

　 

歴
史
に
深
く 

育
ま
れ
た
町

　 

国
分
寺 

赤
蔵 

小
丸
山
訪
え
ば

　 

伝
わ
る
精
神 

富
む
知
性

　 

永
久
に
究
め
ん 

我
が
学
び
舎
は

　 

真
の
平
和
を 

築
く
道

2 

澄
ん
だ
川
面
に
映
る 

銀
色
の
窓
に

　 

開
け
る
山
並
み 

咲
き
誇
る
花

　 

希
望
の
熱
き
に 

血
潮
は
た
ぎ
る

　 

城
址
に
こ
だ
ま
す 

若
き
声

　 

永
久
に
競
わ
ん 

我
が
学
び
舎
は

　 

栄
光
へ
翔
る 

高
い
空

3 

今
日
も
昨
日
も
明
日
も
　
心
の
ま
ま
に 

　 

友
達
と
語
ら
い 

夢
を
追
い
か
け
て

　 

結
び
し
知
恵
の
実 

胸
に
あ
つ
れ
ば

　 

想
い
は
募
り
て 

悠
久
に

　 

ふ
る
さ
と
誇
る 

我
が
学
び
舎
は

　 

未
来
に
は
ば
た
く 

七
尾
中
学

作
詞
・
作
曲

　
　橋
元

　道
彦

七
尾
中
学
校 

校
歌

初代校長

辻口  裕規

人
は
皆
、
歴
史
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
先
人
の
苦
労
や
努

力
を
歴
史
か
ら
学
ん
だ
上
で
、希
望
を
持
っ

て
新
し
い
自
分
の
歴
史
を
築
い
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
校
歌
を
作
り

ま
し
た
。

1
番
は
「
郷
土
史
」。
郷
土
の
祖
先
が
ど

れ
ほ
ど
苦
労
し
て
強
く
生
き
て
き
た
の
か

を
し
の
び
、
そ
の
英
知
と
生
き
方
を
訪
ね
、

教
え
を
問
い
な
が
ら
歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

2
番
は
学
校
環
境
と
自
分
、
校
舎
、
こ

れ
か
ら
充
実
し
発
展
し
て
い
く
「
学
校
史
」、

3
番
は
学
校
と
家
庭
、
友
だ
ち
、
学
業
、

部
活
動
な
ど
、
自
分
自
身
の
周
り
の
人
と

人
と
の
関
わ
り
「
自
分
史
」
を
思
い
な
が

ら
歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

校
歌
は
旋
律
を
き
れ
い
に
な
ぞ
る
だ
け

で
な
く
、
1
番
か
ら
3
番
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
違

う
歴
史
を
思
い
、
詞
の
意
味
を
解
釈
し
て

歌
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

歌
は
繰
り
返
し
歌
え
ば
歌
う
ほ
ど
味
が

出
て
良
く
な
り
ま
す
。
校
歌
を
長
く
歌
う
間

に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
作
詞
の
願
い
が
届
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

橋元　道彦

教室札には田鶴浜建具が誇る伝統技法
「組子」があしらわれている。

校舎棟中央の階段教室では、情報設備が
整い、調べ学習が効率的に行える。

●「藤」の花／「藤」の花を上
向きにすることで「 向上心 」

「前進する」姿を願った。
●「N」／七尾（NANAO）の頭
文字である「N」を稲妻型にする
ことで「躍動感」を表現した。

スクールカラー「藤色」の校旗／
「藤」の花言葉に「welcome（歓迎）、
tender（優しさ）、steadfast（確固たる）」な
どの意味があり、校風にも通じることから
藤色がスクールカラーに。

校章の由来

制服のデザイン

校旗の色

作
詞
の
願
い

未
来
に
羽
ば
た
く

七
尾
中
学
校
を
目
指
し
て

鉄筋コンクリート造２階建ての校舎は、長谷
川等伯の「松林図屏風」をイメージした白、
黒、グレーを基調とする外観で周囲の景観と
の調和をとっている。

校舎全体像

男子は従来の詰襟標準学生服、女子は3
本の白線が入った従来のセーラー服に、
藤色の脱着式リボン
ネクタイを着用。

11 七尾ごころ 2017.5


